





Consideration about marketing system  
from Modern commercial history in China(3):  
Modern Chinese commercial group Zhejiang's marketing 
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2 中国経済の発展（1949 年から 2008 年まで） 
中国は 1949 年に建国し、現在に至る。その経済状況と商業環境は以下の 4 つ
に区分することができる。 
① 土地改革運動と国民経済回復の社会主義改造。（1949 年－1956 年） 
② 人民公社化運動。 
（1953 年－1957 年農業合作化時期と 1958 年－1978 年人民公社時期） 
③ 文化大革命時期。（1966 年－1976 年） 


















的基礎となった。1950 年から 1952 年まで、全中国三億の農民が約 7 億畝の土















































図 2：1956 年上海資本家が公私共同営業を受け入れる様子 
http://news.sina.com.cn/c/sd/2009-08-05/160318371056.shtml 
























特に 1955 年 10 月から中共七届六中全会により、合作化の速度について右翼
日和見主義として批判することが許されるようになり、さらに発展速度が上が
り、正常な発展から逸した。「中国経済体制改革」の統計によると、1955 年合
作社加入の農民が 1.18 億世帯に達し、全国農民数の 96.3％を占めた。高級社
参加の世帯が 3％であったが、1956 年末には一気に 87.8％までに達した。1956
年 6 月 30 日、第一回全国人民代表大会第 3 次全体会議が高級農業生産合作社
示範章程を制定し、章程規定により社員の私的主要生産資源が合作社集団所有

























よう、生産手段を 3 級でそれぞれ所有・管理した。 
 
 
図 3：1972 年、当時のアメリカファーストレディパット・ニクソンが 
北京の人民公社を訪問（前、右から二番目） 
http://www.firstladies.org/blog/american-first-ladies-in-china-a-fascinating-untold- 










1957 年 11 月 13 日、人民日報が社論にて、大躍進を発表した。1958 年 5 月
社会主義建設総路線が定まり、全党と人民を総動員して、15 年以内あるいは更
に短い期間で工業製品の生産量でイギリスを越えるという躍進の計画を作った

















停止し、農民生活水準が改善されない状況となった。1958 年から 1978 年の 20
年間、農民の純収入が 87.6 元から 133.6 元まで増加、年間の平均収入増加の幅
は 3 元まで行かなかった 5。そしてこれらは全て集団分配収入である。食糧の総
産量も 1958 年から減少し、1966 年でやっと 1958 年の生産量にまで回復した。






































表 1：1953 年から 1982 年までの中国経済増長速度状況（％） 
 1953 年－1966 年 1967 年－1976 年 1977－1982 年 
社会総生産額 8.2 6.8 8.9 
工農業合計 8.5 7.1 8.7 
農業 2.9 3.3 6.8 
工業 12.9 8.5 9.4 
建築業 10.3 7.1 10.7 
運送業 9.1 4.7 8.6 
商業 3.9 5 9.6 
国民収入 6.2 4.9 7.5 
工農業合計 6.4 5.2 7.5 
農業 2 2.5 5 
工業 13.6 7.2 9.1 
建築業 8.5 6.2 6.8 
運送業 8.1 3.7 6.3 




表 1 によると、この動乱の 10 年間の各指数は 1953 年から 1966 年までで下
落し、10 年間を経て回復した。1966 年から 1976 年の間は経済増長速度と社













置方針を採用、1980 年 5 月から、深圳（シンセン）・珠海（シュカイ）・汕頭











年には、公社数は前年の約 5 万 2000 社から２万 5000 社へと半分以上減少し、
中でも「政社合一」（行政と経済の一体化）を実行する公社は４万社から 249
社へと激減した（表 2）。そして、1985 年には社会主義集団農業の象徴であっ
た人民公社はすべて解体された（注 2 参照）。 
 
表 2：改革開放初期における農村の経済行政組織数 
経済行政形態 1983 年 1984 年 
郷（鎮）政府 16262 91171 
政社分離 村民委員会 199657 926439 
経済組織の人民公社 11886 28218 
農村人民公社 40079 249 
政社合一 生産大隊 550484 7046 













そして 1982 年から中央政府がこの制度を完全化するため以下の 4 つの法令を
設定した。 
① 1984 年 1 号法令により土地下請け期間の延長が 15 年以上となり、農民の
投資や集中経営を奨励する。 
② 1993 年 4 月、家庭下請け経営形式が憲法に記入され、基本的国家経済制
度になり、これらに対する議論が終結した。 







































企業の工業総生産額は全国工業生産の 3 分の 1 以上に達し、全国郷鎮企業の総









図 7 郷鎮企業と国有企業の工業生産シェア 現代中国経済 郷鎮企業の発展 




人民公社の時代、企業数は急激に増え、1958 年公社経営企業数 260 万社、











に指定され、軽工業が発達し、輸出が盛んでいる。輸出額は 2002 年で 26 億米








































1982 年 温州で起業ブーム開始。 
1983 年 温州が中国最初の専門市場：永嘉橋頭ボタン市場を設立。 










2004 年 温州の 8 家の民営企業が連合し、中国最初の地域制限なし民営財
団である中瑞財団控股有限公司を設立。 
2004 年 温州が全国十大活力都市と国が評価した 9。 
2006 年 温州が全国最初の“三位一体”農村合作協会を創立 10。 






























































































次ぐ中国第 2 の省内総生産を誇る。2010 年度の一人当たり GDP は約 13,178
ドルである。1990 年代初めには上海を中心とした長江デルタ地帯の経済的優位
が重視され、上海と緊密な関係がある江蘇南部の蘇州と無錫の経済発展が実現
し、省内 GDP は省級都市南京を超える数値を記録している。 
蘇南モデルの主な特徴は、農民が自分の力で郷鎮企業を発展させ、その所有
は集団経済を主にし、郷鎮政府が企業の発展を主導し、市場調整が主な役割と




































































KANGNAI をモデルにし分析してみる（図 12）。 
 
 










































はなく、デザインにも力を入れた。KANGNAI は 1992 年から海外が流行して
いる高級靴を開発し始め、次の年で成功を遂げた。2001 年、KANGNAI グルー
プが浙江省品質管理賞を受賞し、中国靴製造業の中で初めて省級管理賞を受賞
した企業である。これらの背景には 1985 年 5 月 22 日、中国国家科学技術委员
会が中国国務院への報告が元であった。報告により、農村郷鎮企業の経済レベ










した。2001 年、中国が WTO に参加し、KANGNAI が以下の 3 つのステップ
で海外進出を果たした。まずは 2001 年 1 月 18 日、フランスで最初の海外専門
店を設立し、KANGNAI のブランドと温州生産を明記した。これが中国靴業界
が海外で開設した最初の店舗であって、現地靴業界とメディアにも衝撃を与え
た（図 16）。開業初日の消費者構成は現地 60％、華人 40％であった。KANGNAI
の後の発展には現地華人の助力が欠かせなかった。次に 2001 年 6 月 17 日にア
メリカニューヨーク店をオープンした。靴の定価が 60 ドルを超え、高級品戦
略を取っていた。最後に 2001 年 9 月 19 日、KANGNAI がイタリアで三軒目
の店舗を開き、業界に震動を与えた。 
2002 年 12 月、KANGNAI がヨーロッパの 5 つの国家で 5 件の専門店を開設





図 16：KANGNAI がフランスで開設した最初の海外店舗 
 



































































































































んでいるが、その中で 3 つの Equity 概念が欠如している（図 18）。 
 
 
図 18：3 つの Equity 概念 







































積の単位で、6000 平方尺（60 平方丈）にあたる。 
2 斤（きん）は、尺貫法の質量の単位である。1 斤=500 グラムである。 
3 2016 年の時点では、河北省晋州市周家荘郷に唯一の人民公社がまだ存在している。 
4 一大二公（いちだいにこう）。一は人民公社規模が大きい、二は人民公社公有化程
度が高いという提唱である。 












11 1983 年 10 月、浙江省政府から龍港鎮建設の許可を得、2017 年現在までである。
2015 年で中国郷鎮 100 強ランキングの 20 位であった。 
12 費 孝通（ひ こうつう）は中国の社会学者、人類学者、民族学者である。 
13 下放（かほう）とはかつて中国で行われた国民を地方に送り出す政策のことであ
る。毛沢東が共産主義に反発する政府や党の幹部や知識人を地方に送り、失脚さ
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